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第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）の業績について、

平成 27 年４月 27 日に公表いたしました業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせ  

いたします。 

 

 

記 

 

１.平成 28年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績の差異 

                                   

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

59,570 

百万円 

2,440 

百万円 

2,410 

百万円 

1,000 

円 銭 

103.06 

今回実績（Ｂ） 61,857 2,695 2,679 1,553 160.10 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,287 255 269 553 － 

増減率 3.8% 10.5% 11.2% 55.4% － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 27 年３月期第２四半期) 
54,735 2,347 2,309 1,356 139.80 

 

 

２.差異が生じた理由 

  平成27年４月27日「平成28年３月期 連結業績予想における特別損失の見込みに関するお知らせ」

にて開示しましたとおり、当社及び一部の連結子会社が加入している、愛知県トラック事業厚生年金

基金の特例解散に伴う費用を 700 百万円と見込み、特別損失として連結業績予想に織り込んで発表い

たしました。その後、平成 27年６月 18日開催の代議員会で特例解散の認可申請の決議がなされ、 

平成 27 年６月 23 日「厚生年金基金の特例解散に伴う特別損失の発生に関するお知らせ」にて開示し

ましたとおり、同基金解散に伴う損失見込み額 309 百万円を、平成 28 年３月期第１四半期決算に計

上しました。加えて、ロジスティクスマネジメント事業及び物流情報サービス事業が好調に推移した

こともあり、業績予想を上回る結果となりました。 

  また、通期の連結業績予想につきましても、第２四半期連結累計期間の連結業績を反映し、予想数

値を修正しております。詳細は、本日開示いたしました「平成 28 年３月期 第２四半期決算短信〔日

本基準〕（連結）」に記載の通りであります。 

 

 

以   上 


